
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

　教職員は、児童生徒一人一人の困り感に応じた支援や、学級内で

の配慮・連携が進んでいると捉えており、校内支援体制への一定の

手応えがうかがえる。一方で、児童生徒や保護者の評価は教職員ほ

ど高くなく、支援や配慮が「受けている側」に十分実感されていな

い可能性がある。インクルーシブ教育の観点では、「互いを認め合

い尊重し合う」雰囲気は育ちつつあるものの、具体的な支援の意図

や工夫が見えにくい点が課題と考えられる。

　今後は、合理的配慮や支援の内容を学級全体で共有し、子ども自

身が安心して学び合える環境づくりをさらに進めるとともに、保護

者への丁寧な説明と情報発信を通して、三者の理解と評価の一致を

図っていく必要がある。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

　教職員の肯定的評価が高く、授業改善や指導の工夫が進められて

いることが分かる。一方、児童生徒の評価は教職員ほど高くなく、

自分に合った学び方で学べている、あるいは対話を通して考えを深

められているという実感に個人差があることがうかがえる。また、

保護者の評価も中位にとどまっており、授業の工夫や学習過程が家

庭に十分伝わっていない可能性が考えられる。

　今後は、学習方法の選択肢を明確に示し、生徒自身が「選んで学

んでいる」と実感できる授業づくりを進めるとともに、対話や協働

を通して考えが深まる場面を意図的に設定していく必要がある。さ

らに、こうした取組や生徒の変容を保護者に分かりやすく発信する

ことで、三者の評価の差を縮め、こども一人一人を尊重した学びの

充実を図っていきたい。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

教職員は肯定的に捉えており、日常の教育活動や地域連携

の取組を通して、生徒の主体的な行動を実感していることが

うかがえる。一方、児童生徒の回答では肯定的評価がやや

低く、「自分たちが社会や地域に働きかけている」という

実感が十分に持てていない可能性がある。また、保護者の

評価も教職員ほど高くはなく、学校の取組や生徒の成長が

家庭や地域に十分に伝わっていないことが課題として考え

られる。今後は、生徒会活動やボランティア活動、地域に

関わる学習を通して、生徒自身が達成感や手応えを実感で

きる機会を増やすとともに、その成果をすぐーる等で積極

的に発信することで、三者の評価の差を縮め、主体的に社

会と関わる力の育成を一層推進していく必要がある。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

保護者・児童生徒・教職員のいずれも概ね肯定的に評価しているこ

とが分かる。特に「豊かな心と健やかな体を育む教育」では、児童

生徒の肯定的回答が高く、日常の学校生活や行事、体験活動を通し

て心身の成長を実感している様子がうかがえる。一方で、「自ら学

びに向かう力を育む教育」については、保護者・教職員の肯定的評

価が児童生徒よりやや低く、主体的に学ぶ姿の見取りや家庭への発

信に課題があると考えられる。今後は、授業や学習活動の中で児童

生徒が「自分で考え、選択し、振り返る」場面をより意識的に設定

するとともに、その成果や変容を分かりやすく共有することで、三

者の評価の一致を図り、学校教育への信頼と理解を一層高めていく

必要がある。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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来年度は、授業と学校生活の両面から、生徒のゴールの姿である「自立心」「他者認識」の育成を一層推進する。授業では、生徒が「自分で考え、選び、振り返る」場面を意図的に設定し、主体的に学ぶ実感を高めるとともに、全学

年で教科担当が連携して小テストを実施し、振り返りシート等を活用して学びの達成感と過程を可視化する。対話活動は、目的と手立てを明確にした上で、他者の考えを取り入れながら学びを深める経験を積ませる。

あわせて学力充実に向け、研究部を中心に大研を計画的に実施し、ベテランから若手へ授業技術を継承するとともに、若手からベテランへICT活用（自動採点等）を広げるなど、相互に学び合う往還を通して教職員全体の授業力向上

を図る。

学校生活では、生徒会活動やチャレンジ下城DAY、地域とつながる体験学習において、教職員が適切に課題場面を設定し、「どうしたいか」を考えさせることで、「自分たちの行動が学校や地域を動かす」実感を育む。特別支援・イ

ンクルーシブ教育では、支援の意図や配慮の内容を丁寧に共有し、支援が受ける側にも実感として伝わるようにする。さらにSSTを継続し、自己理解・他者理解と協働の力を伸ばす。これらの取組のねらいと成果を、すぐーる等で定

期的に発信し、家庭との連携を深めながら、三者の評価の差の縮小と教育活動への信頼向上につなげていく。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

学校評議員3名のアンケート結果では、全13項目のうち、ほとんどの項目で「そう思う」との回答が得られ、学校の取組に対して概ね肯定的な評価であった。特に、学

校生活の安定や安全・安心、相談体制等に関する項目は高く評価されている。一方で、授業に関する一部項目では「わからない」の回答も見られ、学校の取組や成果

が十分に伝わり切れていない可能性が示唆される。また、保護者アンケートの回収数は本年度319件であり、昨年度と比べて増加していることから、保護者の学校への

関心の高まりがうかがえる。今後は、学校を実際に見ていただく機会を増やすとともに（行事等への参観依頼）、すぐーる等による情報発信を充実させ、地域との連

携も強めながら、学校教育への理解と協力の一層の深化を図っていく。

14 授業改善 15 SST

あなたは、授業を大切にしていますか？ あなたは、月２回のSST（ソーシャルスキルトレーニング）を楽しみにしていま

すか？

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

１6　チャレンジ下城DAY

あなたは、チャレンジ下城DAYを、自ら主体的に取り組んでいます

か？

保護者・児童生徒・教職員のいずれも概ね肯定的な評価が得られて

いる。特に教職員は、学校生活や行事、日常の教育活動を通して、

生徒が自分で考え行動しようとする姿や、周囲を思いやる態度が

育ってきていると捉えていることがうかがえる。児童生徒自身の評

価も比較的高く、主体的に活動に参加しようとする意識や、友だち

を気遣う姿勢が身に付いてきていることが読み取れる。一方で、保

護者の評価はやや控えめであり、学校での具体的な成長の様子が家

庭に十分伝わっていない可能性がある。今後は、生徒会活動や係活

動、ボランティア活動などを通して自立心と他者意識をさらに育成

するとともに、その過程や成果を積極的に発信する

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり 11 授業改善

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

先生方は、子ども同士の対話や学び合いを大切にした授業づくりに取り組んでい

ると思いますか。

　教職員の肯定的評価が高く、児童生徒の意見を尊重し、権利を守

ろうとする取組が学校全体で進められていることがうかがえる。児

童生徒についても一定の安心感が見られ、学校が相談しやすい場で

あると感じている様子が読み取れる。一方で、保護者の評価は教職

員ほど高くはなく、学校の取組や対応の意図が十分に伝わっていな

い可能性がある。

　今後は、いじめ防止や人権教育、相談体制の充実など、子どもの

声を生かした具体的な取組を継続するとともに、その内容や成果を

保護者に分かりやすく発信することが重要である。家庭と連携しな

がら、子どもが安心して意見を表明でき、尊重されていると実感で

きる学校づくりを一層推進していきたい。

独自項目

１2　自立心の向上 １3　他者認識

学校は、生徒が自分で考え行動する力を伸ばすために、さまざまな活動や体験を

通して「自立心」を育てる取組をしていますか。

学校は、周囲を気遣い、思いやる生徒の育成のために、教育活動を進

めていると思いますか。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

　保護者・児童生徒・教職員のいずれからも概ね高い評価が得られ

ている。特に教職員は、安全教育や防災指導、生活指導の取組が着

実に機能していると捉えており、学校全体で安全意識が共有されてい

ることがうかがえる。また、児童生徒の肯定的評価も比較的高く、

日常の学校生活の中で「安心して過ごせる環境」であると感じてい

る様子が読み取れる。一方で、保護者の評価はやや低めにとどまっ

ており、学校での具体的な取組や成果が十分に伝わっていない可能

性がある。

　今後は、防災訓練や安全指導、地域連携行事の内容やねらいを積

極的に発信するとともに、家庭や地域と協働した活動の可視化を図

ることで、三者の理解と評価のさらなる一致を目指していきたい。
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